
南山蛍嬰会　御中謹啓

常磐会の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお庭び申

し上げます私　南山学園恵電子部･女手部で永年非常瑠連呼を潜めておりましたが　退職徒知多市市会議員を長年拷めでおり【昨年引退いたし､ました｡

さて　私こと

重患二十五年文化の日　放の叙鴨におきまして　歩憩だにせず旭日吸允キ拝受の苓れ匠浴しました.

去る十【月日日　大村雲知味丸まからS,将　勲辛の伝達を受
け　同七日皇居に参内し家由美や天皇陛下に　拝掬の尊母を賜り忠敬の極みでございました｡

これもひと･･(にごれ追　南山隼田の皆様から妬いた　永年匠

わたる槌温かい御厨肘ご指導の賜物と深く思謝申し上げる次辞であります

合従とも社会の規範を塙守し　損に反する生き様を致さない



よう自身を伴しー急進し　これからの人生において　畦かな-とも積載したご芳情に報いたいと存じでおります　何卒従前と変わらぬご庫撞ご鞭漣を賜りますよう度し-お願い申しあげます

末筆ではございますが　常盤会の皆様の脚健椿とごま千をご蕃申し上げ　謹んで神祖の脚扶持とさせていただきます

謹白

平成二十五年十一月吉日

知多市つつじが丘王丁目【の九

官話0562-55-0365

米　原　洋　太　郎


